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身近な情報をお寄せください。
役場 特命担当課☎（48）5232 まちの話題

災害に対する備えを再確認
町消防団秋季検閲式

　町消防団秋季検閲式は 10 月 20 日、雨天のため生涯学習
センター体育館で行われました。小島純団長は「団員諸君
が元気はつらつとした優秀な成績をもって検閲式を終了でき
ることを望みます」と訓示を述べました。25 年、20 年、15
年の永年勤続者 14 名が表彰され、その後、通常点検、小隊
訓練などを行いました。
　また、いつ襲ってくるか分からない災害への備えを再確
認するとともに、絶対に火災を起こさないことを誓いました。通常点検の様子

行政相談員が啓発活動を実施
行政に関する要望は「行政相談」をご利用ください

　10 月 19 日、行政相談員の小松けい子さん（西方）が尾瀬
街道みしま宿で広報活動を実施しました。ポスターを掲示し、
みしま宿を訪れた方々に声をかけ、啓発用の記念品を手渡し
ました。行政相談は、役所（県や市町村）等の仕事に対して、
苦情や困っていること、要望したいこと等について相談に応
じ、その解決をお手伝いするものです。町では毎月第３水曜
日（午前 10 時～正午、午後 1 時～３時）に町民センターで
行政相談所を開設していますので、お気軽にご利用ください。 啓発活動をする小松けい子さん（写真右）

インターンシップの受け入れを実施
川口高校生が役場の業務を体験

　川口高校 1 年生による「職場体験学習」は 10 月 1 日から 3
日まで行われました。伊藤敏明くん（宮下）と青木信幸くん（荒
屋敷）が全ての課の担当業務を体験し、町民課所管の健康づ
くり事業や産業建設課所管の森林整備が行われている現場の見
学、特命担当課所管のホームページ用の写真撮影など、様々な
業務を実際に体験しました。学校の授業とは異なる部分が多く、
大変だったと思いますが、この体験を 2 人の将来に役立ててい
ただければと思います。広報用の写真撮影をする青木信幸くん
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第
15
回
会
津
の
編
み
組
工
芸

品
展
は
10
月
19
日
・
20
日
、
交

流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
津
地
方
の
88
人

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
６
３
７
点
を

審
査
し
、「
手
提
バ
ッ
グ
」
を

出
展
し
た
当
町
の
舟
木
ト
メ
子

さ
ん
（
間
方
）
に
、
最
高
賞
の

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
長
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
午
前
9
時
30
分
の

開
場
と
同
時
に
、
人
気
の
山
ブ

ド
ウ
バ
ッ
グ
や
マ
タ
タ
ビ
笊
な

ど
を
求
め
る
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
山
ブ
ド

ウ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
ヒ
ロ
ロ
の

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
自
然
素
材

に
よ
る
手
作
り
の
魅
力
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　

同
日
、
生
活
工
芸
館
に
お
い

て
、
東
北
各
地
よ
り
も
の
づ
く

り
出
展
者
が
集
い
「
も
の
づ
く

り
再
光
展
」も
同
時
開
催
さ
れ
、

来
場
さ
れ
た
方
々
は
優
れ
た
技

の
品
々
を
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。 舟

木
ト
メ
子
さ
ん
に
会
津
地
方
振
興
局
長
賞

山ブドウストラップ作り体験の様子

多くの来場者で賑わった会場

会津地方振興局長賞を受賞した舟木トメ子さん（間方）

◀舟木トメ子さんの「手提バッグ」

賞 作　　品　　名 材　質 作　　者 市町村
福島県会津地方振興局長賞 手 提 バ ッ グ ヒ ロ ロ 舟　木　トメ子 三 島 町
会 津 若 松 市 長 賞 手 さ げ ヒ ロ ロ 大　島　やを子 会 津 若 松 市
喜 多 方 市 長 賞 い も あ ら い 根 曲 竹 三　星　智　善 喜 多 方 市
北 塩 原 村 長 賞 たすき格子のバスケット ア ケ ビ 藤　原　勝　栄 会 津 若 松 市
磐 梯 町 長 賞 手 さ げ ヒ ロ ロ 板　橋　サガミ 三 島 町
会 津 坂 下 町 長 賞 婦 人 手 提 げ バ ッ グ 山 ブ ド ウ 須　佐　　　守 会 津 坂 下 町
湯 川 村 長 賞 つ る か め　 長 ワ ラ 矢　部　晋　也 会 津 若 松 市
柳 津 町 長 賞 は け ご マ タ タ ビ 岩　渕　清　隆 柳 津 町
会 津 美 里 町 長 賞 手 さ げ 籠 ク ル ミ 馬　場　美智代 会 津 美 里 町
三 島 町 長 賞 大 雨 み の ヒ ロ ロ 青　木　基　重 三 島 町
金 山 町 長 賞 網 代 編 み ザ ル マ タ タ ビ 栗　城　新　五 金 山 町
昭 和 村 長 賞 手 提 げ バ ッ グ ヒ ロ ロ 渡　部　好　子 昭 和 村
南 会 津 町 長 賞 特 大 ザ ル 根 曲 竹 武　藤　叡太郎 喜 多 方 市
只 見 町 長 賞 花編み手提げバッグ ク ル ミ 吉　津　　　巧 只 見 町
三 島 町 議 会 議 長 賞 あ や ざ る マ タ タ ビ 菅　家　哲　夫 金 山 町
福 島 民 報 社 賞 手 さ げ か ご 山 ブ ド ウ 板　橋　泰二郎 三 島 町
福 島 民 友 新 聞 社 賞 シ ョ ル ダ ー バ ッ グ ヒ ロ ロ 角　田　ツヤ子 三 島 町

奥 会 津 三 島 編 組 品

振 興 協 議 会 長 賞

米 研 笊 マ タ タ ビ 角　田　恵　治 金 山 町
手 さ げ か ご 山 ブ ド ウ 福　田　耕　士 三 島 町
猫 ハ ウ ス ワ ラ 須　田　新　也 会 津 若 松 市
浅 ザ ル マ タ タ ビ 渡　部　博　之 会 津 若 松 市

第 15 回会津の編み組工芸品展受賞者名簿

1 部優勝の Six  dieu 2 部優勝のヒートブロウ

　公民館主催の令和元年度秋
季ビーチバレーボール大会は
10 月 16 日・17 日の 2 日間に
わたって開催され、年齢制限
のある１部（5 チーム参加）と
制限のない 2 部（3 チーム参加）
に分かれ、それぞれ白熱した
試合をみせました。今回の優
勝チームは１部が Six dieu、２
部がヒートブロウでした。来年
度も開催予定です。多くの皆
さんのご参加をお待ちしてい
ます。

秋季ビーチバレーボール大会を開催
1 部優勝は Six  diue  2 部優勝はヒートブロウ

（
主
催
：
奥
会
津
三
島
編
組
品
振
興
協
議
会
）

健口教室に参加する
伊藤敏明くん
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―
三
島
町
へ
移
住
し
た
い
き
さ
つ

　

私
は
宮
城
県
仙
台
市
の
郊
外
、
住
宅

街
で
育
ち
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
か
ら

の
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
通
し
て
、
人

と
の
つ
な
が
り
や
、
手
し
ご
と
が
身
近

に
あ
る
暮
ら
し
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
大
学
で
は
建
築
設
計
、
大
学
院

で
は
地
域
づ
く
り
の
研
究
室
に
在
籍
し

ま
し
た
。
卒
業
後
は
設
計
事
務
所
勤
務

を
経
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事

を
し
ま
し
た
。
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考

え
、
宮
城
県
内
や
福
島
県
内
の
地
域
で

調
査
を
し
た
り
、
学
生
や
地
域
の
方
々

と
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

様
々
な
地
域
と
関
わ
っ
て
い
く
う
ち

に
、
い
つ
か
自
分
も
地
域
の
人
に
な
り

た
い
、
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
ん
な
と
き
に
三
島
町
と
出
会
い
、

て
わ
っ
さ
の
あ
る
暮
ら
し
、
ゆ
っ
た
り

し
た
空
気
、
風
景
の
美
し
さ
を
感
じ
、

こ
こ
で
暮
ら
し
て
み
た
い
な
ぁ
と
思
わ

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
通
う

た
び
に
三
島
町
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
に

触
れ
、
三
島
町
の
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
好

き
に
な
り
、
結
婚
を
機
に
こ
ち
ら
へ
移

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

―
今
の
暮
ら
し
に
つ
い
て

　

今
は
子
育
て
に
奮
闘
中
で
す
。
里
帰

り
出
産
を
し
て
、
昨
年
の
4
月
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
が
、
近
所
の
方
々
や
先
輩

マ
マ
さ
ん
た
ち
に
見
守
ら
れ
、
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

日
々
、
わ
い
て
く
る
子
育
て
の
悩
み
に

相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
散
歩

を
し
て
い
る
息
子
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
時
に

は
、
息
子
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
お
世
話
に

な
り
、
や
さ
し
さ
に
囲
ま
れ
な
が
ら
暮

ら
せ
て
い
る
の
で
、
キ
リ
キ
リ
す
る
こ

と
も
な
く
、
余
裕
を
持
っ
て
子
育
て
で

き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、

我
が
家
は
核
家
族
な
の
で
、
息
子
に

と
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

に
囲
ま
れ
て
い
る
環
境
は
本
当
に
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
な
ぁ
と
し
み
じ
み
思
っ

て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
、
い
ず
れ
は
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う

に
他
の
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
息
子

も
持
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
親
と
し

て
は
思
い
ま
す
が
…
と
に
か
く
息
子
な

り
に
こ
の
環
境
か
ら
色
々
な
こ
と
を
感

じ
、
学
ん
で
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

家
を
出
る
と
山
が
見
え
、
自
然
が
す

ぐ
近
く
に
あ
る
こ
と
も
、
と
て
も
恵
ま

れ
た
環
境
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
畑
を

借
り
野
菜
も
育
て
て
い
ま
す
。
自
家
製

大
豆
で
お
味
噌
を
作
っ
た
り
、
梅
干
し

や
梅
シ
ロ
ッ
プ
を
仕
込
ん
だ
り
、
庭
の

ベ
リ
ー
で
ジ
ャ
ム
を
作
っ
た
り
、
ベ

ニ
シ
ア
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
猫
の
し
っ
ぽ 

カ
エ
ル
の
手 

京
都 

大
原 

ベ
ニ
シ
ア
の

手
づ
く
り
暮
ら
し
」
が
有
名
）
の
よ
う

な
手
し
ご
と
の
あ
る
暮
ら
し
が
憧
れ
で

し
た
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る

暮
ら
し
は
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
昨
年

は
「
だ
ん
ご
さ
し
」
を
自
宅
で
も
や
っ

て
み
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て

い
る
土
地
の
行
事
や
習
慣
も
大
切
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
お
住
ま
い
に
つ
い
て

　

宮
下
地
区
に
通
い
な
れ
、
結
婚
前
か

ら
ご
近
所
の
方
々
と
お
付
き
合
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
宮
下
地
区

で
住
ま
い
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
設
計

は
自
分
た
ち
で
も
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
い
、
改
修
し
た
家
の
一
部
は
主
人
が

自
分
で
床
を
張
替
え
た
り
、
棚
を
作
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
庭
を
二
人
で
耕
し

て
い
る
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
整
え
て

い
く
の
が
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
ご

近
所
の
皆
さ
ん
や
町
外
の
友
人
た

ち
な
ど
、
色
ん
な
方
に
遊
び
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
空
間
に
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
暮
ら
し
に
感
謝

し
な
が
ら
、
三
島
町
の
毎
日
を
丁
寧
に

楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
息
子
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た

ら
、
味
噌
作
り
や
お
菓
子
作
り
、
土
い

じ
り
な
ど
を
一
緒
に
で
き
る
と
思
う
の

で
、
そ
れ
も
ま
た
楽
し
み
で
す
。

　三島町には様々な想いを持って移住された方がたくさんい
らっしゃいます。インタビューを通して、空き家の利活用や移
住定住のきっかけ、三島町の新たな魅力発見につながればと思
い、移住者インタビューを連載します。

その６  西
にし

　茉
ま み

美さん (30 歳 )
宮下地区在住　

移住者インタビュー

　2017 年 12 月、結婚を機に三島町に移住されました。
ご主人の恭平さん（30 歳）と 1 歳７か月の息子さんの 3 人で、
憧れの暮らしを少しずつ形にしていらっしゃいます。

『一歩ずつ憧れの暮らしへ』

編集：地域おこし協力隊 吉垣

協力隊コーナー  Vol. ７

植
うえむら

村　明
あきえ

恵（19 歳）

        

相続はしなくてはいけないの？
→相続は法律上では人が亡くなると自動的に始まるもの
ですが、実際には各種の相続手続きが必要です。
相続できる人は？
→誰がどれだけ相続できるのかについては、民法という
法律で定められています。民法で定められた相続人を「法
定相続人」と呼び、誰がどれだけ相続するかは、法定相
続人の確定と遺言の有無を確認する必要があります。
相続の種類
①　単純承認：通常の相続
②　限定承認：相続する財産がプラスかマイナスかわか
　　らない場合、または借金が多いと予想される場合
　　（例）遺産が１億円、借金が１億 2000 万円だった
　　場合、2000 万円分については責任を負わなくても
　　いいという方法
③　相続放棄：マイナス財産がはるかに多い場合、相続
　　を放棄することができます。

＊次号では、相続の流れについてお伝えします。

～前号に引き続き、相続・登記についてお伝えします。～

　こんにちは。協力隊の植村明恵です。早いもので着任してから半年が過ぎま
した。生活は随分落ち着き、地区の行事にも少しずつ顔を出させていただいています。

　仕事では第 2 弾の鉋
かんな

の刃研ぎが始まりました。第 1 弾は鑿
のみ

とお下がりでいただいた鉋の研
ぎでした。1 日中立ちっぱなしの刃研ぎ。作業は中々思うように進まず、終わるまでに 1 ヶ月
半もかかり、気がつけば手も心もボロボロになってしまいました。段々と気分が落ち、手を切っただけで涙が出
そうになりましたが、それでも投げ出さずに最後まで続けることができたのは先輩方のおかげでした。研いだ刃
物をチェックしていただきに行くと、「お！すごいなぁ。スパッと切れそうだぞ」。私のボロボロな手を見て、「職
人の手だなぁ。かっこいいなあ」。この言葉が本当に嬉しくて。家に帰ってからも自分の手を見つめて、1 人で
ニコニコしていたり、研ぎもより一層気合と熱意が入りました。こんなことでへこたれているようでは、まだま

だだなぁと言われてしまいそうですが、１つずつ目の前の壁を越えていけたらと思ってい
ます。第 2 弾の刃研ぎのお話をしようと思っていましたがつい語りすぎてしまいました。
この続きはまたどこかでお話させてください。
　最近の私のブームは散歩です。朝や夕方にふらふらと散歩をしている時に「よお、桐タ

ンス（私のことです）寒いけど
風邪引くなよ〜」というお声掛
け、とても嬉しいです。いつも
ありがとうございます。図々し
いですがお声掛けいただくのを
１つの楽しみに散歩をしている
のはここだけの話です。

〇空き家の相続・登記に関すること
　福島地方法務局若松支局　☎０２４２(２７）１５０１ 
　または、お近くの司法書士事務所
〇空き家バンクに関すること
　地域政策課地方創生推進係　☎ (４８）５５３３

お気軽にご相談ください。 【法定相続人】

＊代襲相続とは被相続
人より先（同時含む）
に相続人が亡くなって
いる場合に、被相続人
から見て[孫]、[曾孫]、

「甥、姪 ] 等が相続財産
を受け継ぐこと。

確認しよう！

相続の仕組み

空き家コラム

移住定住促進ページ
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町民記者通信町民記者通信

　10 月 1 日、餅ヶ沢付近のぬかるんだ箇所の道普請が行われました。
只見川沿いの道路や鉄道が整備される前は、銀山街道（会津若松～
銀山峠～石神峠～美女峠～吉尾峠～只見町）が主要道路でした。間
方と野尻は、美女峠を通って仕事や生活の交流も盛んでした。県で
は、この銀山街道を「歩く県道」として整備しているもので、今年
で 7 年目になります。会津若松建設事務所の担当課長をはじめ行政
関係者の方々、現場指導の田賀先生、銀山街道を活用して地域を元
気にする会及び間方地区からは、美女帰の里まがたの会長、副会長

（区長）と総勢 20 名が参加して行われました。今回は、側溝が埋ま
り排水が機能しないことから路体がぬかるんでいる区間を、快適に
歩くことができるよう、丸太を使用した流速を抑える工法で側溝を

歩く県道「美女峠道普請」行われる（間方地区） 文・写真　菅家壽一さん（間方）

整備しました。暑い日で大変な作業でしたが、参加者の皆さんは、田賀先生の指導の下、大粒の汗をかきながら、泥まみ
れになって作業に取り組んでいました。完成後は、現地にマッチした芸術的とも言える道となり、美しい景観となりました。

健康で元気な毎日に vol.36
町民課   保健福祉係　☎（48）5565

高血圧症について

図書コーナー『ゆめぽけっと』利用時間
㊊～㊎　午前９時～午後９時　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時
※年末年始は閉館いたします。問公民館　☎（48）5599

町民センター図書コーナー
「ゆめぽけっと」から図書のご案内

マジカルグランマ
作 : 柚木麻子

　主人公の正子は結婚を機に引退した元女
優。月日は流れ、今では夫とは別居状態。夫
と離婚するため、75 歳を目前に女優復帰しよ
うと奮闘する。最初は上手くいかないものの、
やがて知人の助言が功を奏し、大ブレイクす
る。ところが、今度は思わぬ災難に襲われる。

題　　名 著　　者

カ フ ー を 待 ち わ び て 原　田　マ　ハ

むらさきのスカートの女 今　村　夏　子

五つ数えれば三日月が 李　　　琴　峰

ラ ッ コ の 家 古　川　真　人

☆新着本

平場の月
作 : 朝倉かすみ

　主人公はともに 50 歳の男女。中学の頃、
同級生同士だった青砥と須藤は偶然、病院で
再開する。ともに離婚を経験し、同じ様な過
去を抱えていた 2 人は、“ 互助会 ” と称して
定期的に飲みに出かけ、徐々に仲を深めてい
くが、やがて二人には試練が訪れる ･･･。

○高血圧症は脳心血管病（脳卒中および心疾患）の最大の原因となります。それらの発症や、死亡を減らす
　ために今年高血圧の目標値が変更されました。（高血圧ガイドライン 2019）

家庭血圧でみる降圧目標

収縮期 125 以下

拡張期 75 以下

◆ 75 歳未満の成人
・糖尿病患者
・慢性腎臓病患者（尿蛋白陽性）
・抗血栓薬（血液サラサラの薬）服薬中
・脳血管障害患者（狭窄や閉塞なし）

◆ 75 歳以上の高齢者
・慢性腎臓病患者（尿蛋白陰性）
・脳血管障害患者（狭窄や閉塞あり、又は未評価）

収縮期 135 以下

拡張期 85 以下

○収縮期血圧が 120 以下、拡張期血圧が 80 未満での脳心血管病の累積死亡率が最も低く、高齢者でも 120
　以下／ 80 未満がリスクが少ないということが明らかになっています。（久山町研究から）そのため、脳心
　血管病を減らそうと、今までより低い目標値が決められました。
○目標値は個人の病態によって異なるので、主治医と相談の上、目標値をきめて、それ以下の血圧にしてい

　くことが大事です。

○治療しているのに血圧を毎日測定していない方は、ぜひ測定し主治医にみてもらいましょう。

○治療してない人は、普段の血圧を知ることが重要です。血圧を測定（朝、晩）し、高い場合は病院を受診

　しましょう。受診とともに減塩や、肥満の改善をしてみましょう。

秋晴れの下、そばの刈り取り 文・写真　小島　純さん（宮下）

　みやした蕎麦と豆腐の会（会長：佐久間宗一）では、

宮下・荒屋敷地区の「そばの花でいっぱいの景観づく

り運動」の応援団の協力と宮下地区の後援を得て、地

区内 2 ヶ所にあるそば畑で刈り取り作業を行いました。

地区の美観に関心のある方など約 20 人が参加しまし

た。秋晴れのさわやかな天候の下、気持ちよい汗を流

しながら作業を終えました。その後、蕎麦と豆腐の会

から手打ちそばが振る舞われ、美味しいそばを食べな

がら疲れを癒しました。11月に収穫祭を実施予定です。

　「広報みしま」は、皆さんに親しまれる広報誌を目指して編集しています。町からのお知らせを分かりやす
く伝えることはもちろん、町民の皆さんの顔、声を掲載することが最も大切と考えています。「広報みしま」は、
町民の皆さんのための広報誌です。いつでも情報をお待ちしています。

広報みしま　皆さんからの情報提供をお待ちしています

役場 特命担当課　☎（48）5232

三島小学校「田んぼの学校」脱穀作業 文・写真　小島　純さん（宮下）

　三島小学校と宮下地区のびおたんクラブとの交流
事業である田んぼの学校の脱穀作業が 10 月 17 日、
宮下活性化センターで行われました。3 年生から 6
年生までの児童が近藤勇彦区長をはじめ、びおたん
クラブの役員の方々の指導により、脱穀作業を実施
しました。児童たちは、足踏み式の脱穀機や千刃こ
きなど昔ながらの道具を使って慣れた手つきで脱穀
を行いました。脱穀されたお米は 11 月開催される「秋
の味覚祭」で提供される予定です。
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第46回

　

若
松
県
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
旧
会
津
藩
領
に

設
置
さ
れ
た
県
で
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
福
島

県
と
合
併
す
る
ま
で
、
わ
ず
か
七
年
間
ほ
ど
存
在
し
て

い
た
県
で
す
。
桑
原
村
名
主
の
河
越
家
に
遺の
こ

さ
れ
た
古

文
書
群
に
は
明
治
七
年
の
若
松
県
管
内
職
員
表
、
そ
の

地
勢
な
ど
を
示
し
た
略
表
が
あ
り
ま
す
。
職
員
表
を
見

る
と
権
令
、
参
事
以
下
庶
務
課
・
聴
訟
課
・
租
税
課
・

出
納
課
の
四
つ
の
課
、
そ
の
課
ご
と
に
あ
る
各
係
が
行

政
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
表
に
よ

れ
ば
本
庁
だ
け
で
な
く
、
津
川
支
庁
・
田
島
支
庁
、
東

京
出
張
所
・
小
荒
井
出
張
所
・
猪
苗
代
出
張
所
・
西
方

出
張
所
と
い
っ
た
出
先
機
関
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

　

西
方
出
張
所
は
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
西
方
村
に
あ

り
、
職
員
表
に
は
少
し
ょ
う
さ
か
ん
属　

宮
本
行
靖
、
十
四
等
出
仕　

石
原
敏
功
、
使し

ぶ部　

島
田
貞
三
と
、
明
治
初
期
の
官
職

名
と
と
も
に
３
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
方
出

張
所
と
は
ど
の
よ
う
な
機
関
で
、
ど
の
よ
う
な
職
務
を

担
っ
て
い
た
の
か
、
県
庁
文
書
に
明
治
七
年
～
明
治
九

年
ま
で
の
西
方
出
張
所
の
日
誌
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
記
述
か
ら
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
誌
に
頻
出
す
る
の
は
本
庁
か
ら
送
ら
れ
た
官
状
や

布
告
・
布
達
（
明
治
初
期
の
法
令
・
行
政
命
令
）
の
文

書
が
届
い
た
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
行

政
事
務
を
処
理
し
、
ま
た
同
じ
く
官
状
を
本
庁
に
差
し

出
す
と
い
う
文
言
も
よ
く
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
報
告

等
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
明
治
七
年
五
月

四
日
に
は
「
一　

第
二
大
区
十
小
区
小
野
川
原
村
戸
長

兼
務
渡
部
禎
二
江
申
付
候
事　

一　

第
二
大
区
十
小
区

小
野
川
原
村
戸
長
飯
塚
龍
吉
依
頼
職
務
差
免
候
之
事
」

と
あ
り
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
村
の
戸
長
・
副
戸
長
に

つ
い
て
類
似
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
任
命
や

解
任
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
の
郵
便
制
度
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
駅え
き
て
い
の
か
み

逓
頭
・
前
島

密ひ
そ
かの
名
に
よ
り
郵
便
取
扱
役
を
任
命
す
る
旨
の
県
令
書

が
本
庁
か
ら
届
け
ら
れ
た
際
に
は
、
西
方
駅
の
青
木
源

九
郎
の
外
、
沼
沢
・
野
尻
・
横
田
の
三
駅
に
通
達
す
る

役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
教
導
職
（
宗
教
系
の

官
吏
）
任
命
の
通
達
や
、
県
か
ら
表
彰
さ
れ
た
篤と
く
し志
家

な
ど
へ
の
下か

し賜
金
授
与
の
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

の
官
省
や
県
本
庁
の
代
行
的
職
務
を
担
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

日
誌
か
ら
は
行
政
事
務
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
明

治
六
年
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
八
つ
の

祝
祭
日
に
郷
社
で
遥よ
う
は
い拝
を
行
っ
た
り
、
休
ん
だ
り
し
た

こ
と
も
読
み
取
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
西
方
に
あ
っ
た
警

察
所
の
業
務
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
日
誌
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
職
氏
名
と
と
も
に
誰
々
を
探
索
・
捕
縛
・
護

送
し
た
、
村
を
巡
回
し
た
な
ど
の
記
述
が
多
く
あ
り
ま

す
。
職
名
は
若
松
県
で
は
過
渡
期
に
あ
た
っ
て
い
た
の

か
、
当
初
は
捕ほ

亡ぼ
う

と
書
か
れ
て
い
た
職
が
、
明
治
八
年

四
月
三
十
日
を
境
に
邏ら
そ
つ卒
と
な
り
、
十
一
月
四
日
以
降

は
巡
査
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
彼
ら
の
ほ

と
ん
ど
が
村
外
の
出
身
者
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
い
わ

ゆ
る
現
地
採
用
的
な
も
の
も
あ
っ
た
の
か
、
間
方
村
の

二
瓶
諒
一
郎
氏
が
邏
卒
下
使
を
申
し
付
け
ら
れ
て
い
ま

若
松
県
西
方
出
張
所

ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
（
52
）
２
１
６
５

す
。

　

な
お
、
西
方
出
張
所
が
村
の
ど
こ
に
設
置
さ
れ
た
か

は
同
時
代
の
資
料
で
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
生
ま
れ
、
桐
の
殖
産

で
活
躍
し
た
小
松
中
正
氏
の
述
懐
に
「
明
治
六
年
に
は
、

西
方
村
西
隆
寺
へ
若
松
県
出
張
所
開
設
」
と
あ
り
、ま
た
、

現
代
ま
で
伝
わ
る
口
承
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
隆
寺
に

あ
っ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。（

三
島
町
史
編
さ
ん
室
）

祝 祭 日 名 称

1 月 3 日 元 始 祭

1 月 5 日 新 年 宴 会

1 月 30 日 孝 明 天 皇 祭

2 月 11 日 紀 元 節

4 月 3 日 神 武 天 皇 祭

9 月 17 日 神 嘗 祭

11 月 3 日 天 長 節

11 月 23 日 新 嘗 祭

明治七年～九年の祝祭日

明治６年太政官布告「年中祭日祝日ノ休暇日ヲ定ム」より
西方出張所日誌には上記祝祭日について全て記述あり

宮下病院感染対策室から

　毎年冬になるとインフルエンザが流行します
ね。インフルエンザにかかっても、軽症で回復す
る人もいますが、なかには高熱や関節の痛みなど
を伴い、さらには肺炎や脳症を併発して重症化し
てしまう人もいます。
　インフルエンザには２つの感染経路がありま
す。１つは、感染者の「咳」や「くしゃみ」など
の飛沫と一緒にウイルスが放出し、それを吸い込
むことで感染する飛沫感染。もう１つは、感染者
のウイルスの入った「くしゃみ」や「つば」が付
いた物に触れることで感染する接触感染です。
　では、どのように感染を予防したらよいので
しょうか？ 5 つのポイントをあげてみました。

①正しい手洗い
　手洗いにはせっけんを使い、手についたウイルス  
　を洗い流しましょう。
②普段の健康管理
　十分な睡眠とバランスの良い食事を心がけ、免疫
　力を高めておきましょう。
③予防接種を受ける
　ワクチン接種は発病の可能性を減らすことがで　
　き、重症化を予防することが期待できます。
④適度な湿度を保つ
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下 
　します。50 ～ 60％の湿度を保つことも効果的です。
⑤人混みへの外出を避ける
　流行時は人混みを避けましょう。外出時はマスク
　の着用をおすすめします。
※インフルエンザの感染を広げないために、「かか
らない」「うつさない」対策を実施しましょう。感
染についてお困りのときは、毎週木曜日に開催して
いる「愛ばんしょ外来」でも相談できますので、お
気軽にご相談ください。

ーインフルエンザ感染症の予防ー

県立宮下病院から
愛ばんしょ外来のお知らせ 「みしま健康ポイント」の対象です！

　宮下病院では、毎週木曜日「愛ばんしょ外来」（在宅療養生活支援外来）を開設しています。

月　　日 内　　容 講　　師

11 月 7 日㊍ ・相談コーナー　・健康教室「正しい手洗いとうがい方法」　 看 護 師

11 月 14 日㊍ ・相談コーナー　・健康教室「食中毒について」 栄 養 士

11 月 21 日㊍ ・相談コーナー　・健康教室「正しい手洗いとうがい方法」 看 護 師

11 月 26 日㊋ ・住民交流事業「赤ベコ絵付け体験」 清柳苑職員

11 月 28 日㊍ ・相談コーナー　・健康教室「食中毒について」 栄 養 士

地域に住む方々の健康維持・
増進、介護・疾病予防のため
の支援

地域に住む方々が気軽に立ち
寄れる交流場所の提供

上記を目的に看護師・薬剤師・管理栄養士・リハビリスタッフが皆様の在宅生活のためのお手伝いをさせていただきます。

病気や障がいを抱えて家で生活
する方や、家族からの介護や生
活についての相談窓口

○時　間　相談コーナー：①午前 9 時～正午  ②午後 1 ～午後 4 時　健康教室：午前 10 時 30 分～午前 11 時
　　　　　　　　　　　　住民交流事業：午前 10 時～午前 11 時 30 分
○会　場　宮下病院　外来待合室

※費用は無料、予約不要です。どなたでも参加できますのでお気軽にお越しください。

カードをご持参ください。

感染対策室　佐藤　由実

問宮下病院　☎（52）2321
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＜筆者紹介＞

環境研だより
「上ノ原団地内覧会とエネルギーの見える化」 しぶしぶくん

問国立環境研究所福島支部　
　　　地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

　気温が低くなって寒い日が多くなっ
てきました。そろそろ暖房設備を揃え
なくては、と考えているのですが、こ
れを機会に省エネや環境のことを考え
て、自分の生活に合ったものを選びた
いと思います。

常盤   達彦（ときわ   たつひこ）

　三島町のみなさま、こんにちは。
町営住宅上ノ原団地の内覧会が 9 月 26 日に行われ
ましたので、お邪魔してきました。
　上ノ原団地は福島県の移住促進仮設住宅事業によ
り、東日本大震災の際に仮設住宅として利用されて
いた建物から再利用可能な木材や設備を譲り受け、
建築されました。
　平成 30 年度に 3 棟 6 戸がすでに整備されており、
今回は新たに整備された 3 棟 6 戸の建物の内覧会
でした。
　今回新しく整備された上ノ原団地の建物も、実は
国立環境研究所の研究にご協力いただいているもの
のひとつです。建物の中には電力計測機器が設置さ
れており、この機器によって住んでいる人がどのく
らいの電気を使用しているのかが計測できるように
なっています。
　計測したデータを取得・解析し、時間や季節ごと
にどの程度、変動するかなどの消費傾向を分析する
ことで、将来的な町全体のエネルギー計画の検討に
活用する予定です。
　また、こうした各世帯の電力消費量を把握するこ
とで、地域の特徴に合わせてどのようなエネルギー
を供給するしくみを作ればよいのかについての調査
研究に役立たせていただいております。

　

　
　このような電力計測機器は、単身者向け町営住宅
として建築された中乙田団地にも導入されていま
す。

　
　

　中乙田団地では、研究協力への同意をいただいた
入居者の方に「くらしアシストシステム」というツー
ルを利用していただいています。このツールを使う
ことで、インターネット上から自宅の電力消費量や
地域のエネルギー情報などを見ることができ、また
町から発信されているホームページの情報や町の地
図上から地域の情報を得ることもできます。
　普段ご自宅でどの程度エネルギーを使っているの
か、みなさんの中にも気になる方が多いかと思いま
す。くらしアシストシステムでは、分電盤の系統ご
とに 1 時間ごとの電力消費量を見ることができる
ので、例えばリビングやエアコンでどれくらい電気
が使われているのかが把握できるようになっていま
す。これにより、自分がどういった用途で電気を多
く使っているかが分かるので、省エネを通じた環境
にやさしい生活を考えるヒントにしていただければ
と思います。
　次回は 10 月 26 日に開催された第 3 回出前講座
の内容について紹介いたします。

第 16 回

内覧会が行われた上ノ原団地の住宅

上ノ原団地の住宅内に設置されている電力計測機器。この
機械によって電力消費量が計測されている

消防署からのお知らせ

問会津坂下消防署　三島出張所         
                                           　電話（52）3032　
　　　　　　　　　　 　FAX（52）3033

－火事・救急・救助は－
　　　　　  119 番まで

令和元年令和元年　
秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動

区　分 管　内 三島町

空 き 巣 1
事 務 所 荒 し 5
自販機ねらい 5
車 上 ね ら い 1 1
強制わいせつ 1
街頭犯罪合計 13 1
そ の 他 刑
法 犯 等 58 7

全 刑 法 犯 71 8
○県内では、侵入盗事件が増加しています。当署で
も昨年比で 6 件増加しています。在宅時でも戸締り
をしてください。
その他刑法犯等には、暴行 ･ 傷害 ･ 万引き ･ 詐欺 ･ 器物
損壊などの犯罪発生件数が含まれます。
※上記発生件数は、平成 31 年 1 月 1 日からの累計数と
　なっています。

街頭犯罪発生件数（9月30日現在）

会津坂下警察署からのお知らせ

期間：11 月 9 日～ 11 月 15 日

ひとつずつ  いいね！で確認  火の用心

3 つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位
　置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必
　ず火を消す。
4 つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
　を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐ
　ために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消
　火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るため　
　に、隣近所の協力体制をつくる。

住宅防火　いのちを守る　7 つのポイント
－ 3 つの習慣・4 つの対策－

　令和元年秋季全国火災予防運動に先立ち、
みしまテレビでは 10 月 25 日から住宅用火
災警報器の設置交換促進を目的とした PR 動
画が放映されています。
　地元の中学生や小学生、保育所、消防団の
皆さんにご出演いただき、「設置しよう住警
器、交換しよう住警器」を合言葉に住警器に
ついて、説明しています。ぜひ、ご覧ください。

児童虐待の早期発見にご協力を！
　児童虐待とは、保護者等が監護する子どもに
対し、次の行為をすることをいいます。

身体的虐待
　殴る・蹴る・投げ落とす・激しく揺さ
ぶる・煙草の火を押し付ける・熱湯をか
けるなど
性的虐待
　性的暴力・性的行為を強要する・児童
ポルノの被写体にするなど
怠慢・拒否（ネグレクト）

　食事を与えない・ひどく不潔にする、
家に閉じ込める・自動車の中に放置する
など
心理的虐待
　言葉による脅し・無視・子どもの目の
前で家族などに暴力をふるうなど

発見した場合は、すぐに警察や児童相談
所に通報を！

  2019.11広報みしま 1011 広報みしま 2019.11



Information

募集種目 資　　格 受 付 期 間 試 験 期 日 将 来 の 展 望

推薦

男子中卒（見込み含
む）17 歳未満の成
績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を
納め、学校長が推薦
できる者

11 月 1 日㊎

11 月 29 日㊎

○令和 2 年 1 月 5 日㊐・6 日㊊
※いずれか 1 日を指定します

　将来、陸上自衛隊に

おいて、高機能化・シ

ステム化された装備品

を駆使、運用するとと

もに国際社会において

も自信を持って対応で

きる自衛官となる者を

養成するため中学校卒

業等を対象に採用する

制度です。

一般
男子中卒（見込含む）
17 歳未満の者

11 月 1 日㊎

令和 2 年
1 月 6 日㊊

○ 1 次試験
　令和 2 年 1 月 18 日㊏

○ 2 次試験
　令和 2 年 1 月 31 日㊎～ 2 月 3 日㊊

自衛隊高等工科学校生徒募集

　　　　　　　　　　　　　　　　   応募先・問い合わせ：自衛隊福島地方協力本部会津若松出張所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1　☎ 0242（27）6724

高
等
工
科
学
校
生
徒

事業主の皆さん、労働保険の加入手続はお済ですか。

11 月は「労働保険適用促進強化期間」です。
　　正社員、パート、アルバイトなど、雇用形態にかかわらず、一人でも労働者を雇っている事業主は、
　労働保険 ( 労災保険・雇用保険 ) に加入する義務があります。

　　詳しくは、福島労働局総務部労働保険徴収室 ( ☎ 024-536-4607) 又は最寄りの労働基準監督署、公共職
　業安定所 ( ハローワーク ) へご相談ください。

本名光子さんが
人権擁護委員に委嘱されました

　法務局が委嘱する人権擁護委員は、皆
さんからの相談を受け、人権侵害の救済
のお手伝いや人権についての啓発活動を
行います。当町では 10 月 1 日付で、新
たに本名光子さんが法務大臣より委嘱を
受けました。任期は 3 年間です。

本
名
光
子
さ
ん（
西
方
）

第
31
回

ふくしま駅伝
11 月 17 日㊐

午前 7 時 40 分スタート
白河陸上競技場　福島県庁前

16 区間 94.8km

三島・金山・昭和・湯川
桧枝岐・川内・葛尾

7 町村合同チーム
「希望ふくしま」

希望を胸に精いっぱい走る選手へご声援をお願いします
○登録選手
　小松　昭（三島町役場）
　北舘　亮（三島町役場）
　小松凌大（会津高 1 年）
　鈴木啓生（三島中 3 年）
　五十嵐望（三島中 2 年）

栗
　
城
　
吉
　
也
　
様
（
宮
　
下
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
附

ご
遺
志
に
よ
る
も
の

長
谷
川
　
佳
　
男
　
様
（
川
　
井
）

町の人口と世帯

㊟住民基本台帳による数値です。増減数
は前月との比較、出生・死亡・転入・転
出は前月 1 カ月間に届出のあった人数で
す。

10 月 1 日現在

人口 1,605 -9 出生 0

男 791 -2 死亡 4

女 814 -7 転入 1

世帯 761 -3 転出 6

【
納
期
限
　
12
月
2
日
】

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
第
4
期
）

▼
介
護
保
険
料
【
普
通
徴
収
】（
第
4
期
）

▼
後
期
高
齢
者
保
険
料【
普
通
徴
収
】（
第
4
期
）

　

問
町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

　
　
　
　
　
　
　

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

長
谷
川
　
キ
イ
子 （
91
才
・
川
　
井
）

栗
　
城
　
吉
　
兵 （
79
才
・
宮
　
下
）

(

10
月
届
出
：
敬
略
称)

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
も
さ
れ
な
い
方
も
、
各
種
手

続
き
時
に
『
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
』
に
記
載
事
項

を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　

問
特
命
担
当
課　

☎
（
48
）
５
２
３
２

                   

東
北
税
理
士
会  

会
津
若
松
支
部
か
ら

          「
税
の
無
料
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

東
北
税
理
士
会
会
津
若
松
支
部
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

税
理
士
に
よ
る
「
税
の
無
料
相
談
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
相
続
税
や
贈
与
税
、
土
地
や
建
物
の
譲
渡
に
係
る
税
、
消
費
税

な
ど
、
そ
の
他
税
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日　

時　

11
月
14
日
㊍　

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

○
会　

場　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
1
階
会
議
室（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

相
続
・
遺
産
分
割
・
離
婚
・
扶
養
等
家
庭
内
の
問
題
・
多
重
債
務
・
土
地
・

建
物
の
紛
争
・
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
問
題
な
ど
、
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
会
で
は
裁

判
所
で
実
際
に
調
停
に
携
わ
っ
て
い
る
調
停
委
員
が
相
談
に
あ
た
り
ま

す
。

※
相
談
内
容
が
外
部
に
も
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日　

時　

11
月
27
日
㊌　

午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

○
会　

場　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

○
費　

用　

無　

料

○
主　

催　

会
津
若
松
調
停
協
会

問
東
北
税
理
士
会 

会
津
若
松
支
部　

☎
０
２
４
２
（
27
）
７
４
４
９

問
福
島
地
方
裁
判
所  

会
津
若
松
支
部    

☎
０
２
４
２
（
26
）
５
７
２
５

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

▼
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

11
月
8
日
㊎
10
時
～
　
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
大
登
サ
ロ
ン

11
月
12
日
㊋
13
時
30
分
～　

　
　
　
　
　

大
登
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
滝
谷
和
楽
塾
　

11
月
15
日
㊎
10
時
～
　
滝
谷
集
会
所

▼
川
井
友
愛
サ
ロ
ン
　

11
月
18
日
㊊
10
時
～　

川
井
集
会
所

▼
桧
原
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

11
月
21
日
㊍
10
時
～　

桧
原
集
会
所

▼
間
方
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

11
月
22
日
㊎
10
時
～　

間
方
集
会
所

▼
高
清
水
・
小
山
い
き
い
き
サ
ロ
ン

11
月
22
日
㊎ 

10
時
～ 　

高
清
水
集
会
所

▼
浅
岐
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン

11
月
25
日
㊊
10
時
～　

浅
岐
集
会
所

▼
大
石
田
友
遊
サ
ロ
ン

11
月
29
日
㊎
10
時
～　

　
　
　
　

大
石
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
川
井
友
愛
サ
ロ
ン

12
月
2
日
㊊
10
時
～　

川
井
集
会
所

▼
サ
ロ
ン
な
い
り

12
月
6
日
㊎
10
時
～　

名
入
集
会
所

▼
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン

12
月
6
日
㊎
10
時
～　

町
民
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り  

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
52
）
３
３
４
４

心
配
ご
と
相
談
所
の
ご
案
内

12
月
4
日
㊌ 

9
時
30
分
～
11
時
30
分　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
寿
草

町からのお知らせ

～

～

故郷のたすきに想いをのせ、
世代を超えてつなぐ希望－。
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発
行

　
三

島
町

　
▪

編
集

　
三

島
町

役
場

特
命

担
当

課
〒

969-7511
福

島
県

大
沼

郡
三

島
町

大
字

宮
下

字
宮

下
350　

☎
0241（

48）
5232

▪
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow
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a.fukushim
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▪
印

刷
　

三
洋

印
刷

株
式

会
社

広
報

み
し

ま
11

月
号

（
第

320
号

）
令

和
元

年
11

月
1

日
発

行
(毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

)

　

10
月
9
日
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

を
旭
化
成
の
吉
野
彰
さ
ん
が
受
賞

し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
原
型
と
な
る
電

池
を
考
案
し
、
産
業
の
発
展
に
貢

献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

が
受
賞
理
由
で
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
人
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
た
と
い
う
嬉
し
さ
の
み
で
、

受
賞
の
理
由
は
さ
っ
ぱ
り
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
、
た
だ
パ
ソ

コ
ン
や
掃
除
機
等
は
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
お
か
げ
で
電
源
コ
ー

ド
が
取
り
外
さ
れ
、
カ
メ
ラ
や
携

帯
ゲ
ー
ム
機
等
は
電
池
交
換
の
煩

わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う

説
明
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
理
解

で
き
ま
し
た
。
吉
野
さ
ん
は
「
携

帯
電
話
を
持
つ
こ
と
に
抵
抗
が
あ

り
、
持
っ
た
の
は
最
近
で
あ
る
」

と
い
う
発
言
で
会
場
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

吉
野
さ
ん
の
発
言
で
特
に
関
心

を
持
っ
た
の
は
「
発
電
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
問
題
を
解
決
す
る
に
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
す

る
社
会
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」、「
そ
れ
ら
の
発
電
量

の
変
動
を
吸
収
し
て
安
定
供
給
す

る
た
め
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム
が
必
要

で
あ
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が
可
能

に
な
れ
ば
、
環
境
問
題
に
対
応

で
き
る
一
助
と
な
る
意
味
で
あ

る
と
い
う
発
言
で
あ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
、
将
来
に
対
す
る

希
望
の
光
が
見
え
た
よ
う
な
感

じ
を
抱
き
な
が
ら
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

多
く
の
自
治
体
で
は
、
都
市

と
地
方
と
い
う
固
定
し
た
座
標

軸
か
ら
解
放
さ
れ
、
福
島
県
や

両
沼
地
方
、
そ
し
て
三
島
町
の

そ
れ
ぞ
れ
の
座
標
軸
と
い
う
、

多
様
性
に
富
ん
だ
日
本
の
地
域

の
形
成
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
財

政
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
只

見
川
流
域
町
村
が
連
携
し
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
吉
野
さ
ん
の
研
究
成

果
に
期
待
し
、
成
長
社
会
と
い

う
視
点
の
み
で
は
な
く
、
成
熟

社
会
の
視
点
で
あ
る
、
福
祉
・

環
境
・
自
然
と
い
う
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
循
環
型
社
会

を
形
成
し
て
行
く
よ
う
に
時
代

が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

11
町
長
日
記 

～
「
ポ
ス
ト
成
長
時
代
の
社
会
は
」
～

№ 52

第 9 回
「
撮
」っ
て
お
き
の
み
し
ま
町

「青涼の朝」
　中込隆さん（福島市）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
特
別
賞
受
賞
作
品

　

第
9
回
「
撮
」っ
て
お
き

の
み
し
ま
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
特
別
賞
の
受
賞
作
品
が

決
定
し
ま
し
た
。
来
場
者

５
０
０
人（
１
人
3
票
以
内
）

の
投
票
に
よ
り
、
上
記
の
5

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
投
票
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

問
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ

　
　
　

☎
（
52
）
２
１
６
５

「美しい時間」
松木リツ子さん（郡山市）

「三坂山頂より御来光」
田上敏明さん（中平）

「お昼寝の時間（あずき）」
大竹夏奈さん（宮下）

「只見線に手を振ろう条例」
五十嵐義幸さん（大登）
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